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１．はじめに 


































能として土槽に加わる遠心力はこれまでと同様に動的実験時 50G、静的実験時 200Gである。 
 
写真 1 新しくなった実験室建物 
写真 2 室内外観 
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表 1 振動台の性能 
 標準型振動台  長周期型振動台  
最大加振周波数  200Hz 100Hz 
最大変位  ±5mm ±15mm 
最大振動加速度  50G 30G 
写真 3 新遠心力載荷装置 
 
写真 4 プラットフォーム 
 
写真 5 制御パネル 
写真 6 標準型振動台 
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写真 9 高速度カメラ 
写真 8 コネクションボード 
２．３ 計測装置 
 更新された計測装置は東京測器社製のマルチレコーダ（TMR-200）である（写真 7）。
この計測装置は 1 台のコントロールユニット（TMR-211）に最大 10 台まで各種入出力ユ
ニット（ひずみ４ゲージユニット、ひずみ 1G2G4G ユニット、電圧出力ユニット、電圧熱電
対ユニットなど）の接続が可能で、最大 80ch 分の測定が可能である。 













 今回の更新では 2 台の高速度カメラが新設された
（写真 9）。高速度カメラはナック社製の耐 G・カメ



























































写真 11 ピット内入口 
      
モニタカメラ             モニタ映像  
                 写真 10 モニタ 
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